
平成™™年Ÿ月˜—日 火曜日 第œš�™号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
五
十
三
号

口
蹄
疫
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
農
林
水
産
大
臣
が
口
蹄て
い

疫
の
ま

ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
車
両
等
の
消
毒
の
義
務
を
課
す
必
要
が
あ
る
地
域
と
し
て
指
定
す
る
地
域
に
つ
い
て
、
次
の

地
域
の
指
定
の
解
除
を
し
た
の
で
、
同
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

農
林
水
産
大
臣

山
田

正
彦

一

熊
本
県
全
域
（
平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
三
十
八
号
）

二

大
分
県
全
域
（
平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
三
十
九
号
）

三

鹿
児
島
県
全
域
（
平
成
二
十
二
年
六
月
十
八
日
農
林
水
産
省
告
示
第
九
百
四
十
号
）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
八
十
一
号

電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）第
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

電
気
工
事
士
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
四
条
第
四
項
第
二
号
の
指
定
を
受
け
た
次
の
養
成
施
設
の

廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

名

称

備

考

株
式
会
社
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

電
気

工
事
科

平
成
二
十
二
年
三
月
ま
で
の
卒
業
生
に
つ

い
て
は
従
前
の
と
お
り
と
す
る

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
六
十
五
号

特
定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
十
八
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
六
十
六
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

二
及
び
三
イ
中
「
赤
坂
二
丁
目
十
七
番
二
十
二
号
赤
坂
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
本
館
」
を
「
芝
五
丁
目
二
十
九
番
十
四
号
田

町
日
工
ビ
ル
」
に
改
め
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
六
十
六
号

装
置
型
式
指
定
規
則
（
平
成
十
年
運
輸
省
令
第
六
十
六
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
四

月
十
四
日
次
の
と
お
り
指
定
装
置
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
の
範
囲
欄
に
掲
げ
る
車
名
及
び
型
式
を
追
加

し
た
の
で
、
同
令
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

型
式
指
定
番
号

指
定
装
置
の
種
類
、
名
称

及
び
型
式

指
定
装
置
を
取
り
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
自
動
車
の
範
囲

（
車
名
及
び
型
式
）

製
作
者
等
の
氏
名
又
は
名
称

及
び
住
所

V 自
Ｇ
`
1
1
5
7

一
酸
化
炭
素
等
発
散
防
止
装

置
三
菱

Ｍ
`
４
Ａ

9
0
1

Ｄ
Ｂ
Ａ

三
菱
Ｄ
Ｂ
Ａ
`
Ｚ
2
1Ｗ

三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社
東

京
都
港
区
芝
五
丁
目
3
3番
８
号

V 自
Ｇ
`
1
6
1
0

一
酸
化
炭
素
等
発
散
防
止
装

置
三
菱

Ｍ
`
４
Ａ

9
0
3

Ｄ
Ｂ
Ａ

三
菱
Ｄ
Ｂ
Ａ
`
Ｚ
2
2Ｗ

〃

住
所
京
都
市
北
区
上
賀
茂
壱
町
口
町
2
8番
地

朴
吉
子
昭
和
3
1年

1
0月

1
4日
生

尹
貴
志
昭
和
6
0年
９
月
３
日
生

尹
貴
和
昭
和
6
3年
２
月
2
3日
生

尹
貴
成
平
成
３
年
1
1月

1
4日
生

住
所
岐
阜
市
領
下
４
丁
目
3
5番
地

尹
貴
弘
昭
和
5
9年
８
月
2
4日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
興
宮
町
1
2番

2
0号

陳
祥
芳
昭
和
5
3年
１
月
2
2日
生

住
所
香
川
県
坂
出
市
八
幡
町
１
丁
目
４
番
2
0号

崔
肖
飛
昭
和
4
9年
８
月
2
6日
生

申
ï
娟
昭
和
5
0年
９
月
2
0日
生

崔
智
ß
平
成
1
9年
３
月
1
6日
生

住
所
神
戸
市
中
央
区
東
雲
通
１
丁
目
３
番
1
5
`
4
0
1号

牟
建
波
昭
和
4
7年
７
月
1
0日
生

住
所
大
阪
市
東
淀
川
区
東
中
島
５
丁
目

2
6番
２
`

5
0
5

号張
文
鈞
昭
和
4
9年
６
月
2
8日
生

譚
帥
昭
和
5
0年
７
月
９
日
生

張
楽
平
平
成
1
7年
７
月
５
日
生

住
所
東
京
都
板
橋
区
成
増
５
丁
目
1
7番
８
`
3
0
5号

チ
ョ
ー
・
ヘ
イ
ン
・
ハ
ン
昭
和
5
6年
７
月
2
0日
生

住
所
埼
玉
県
川
口
市
大
字
安
行
領
根
岸
1
8
2
5番
地
3
5

王
佳
東
平
成
２
年
６
月
３
日
生

住
所
埼
玉
県
川
越
市
神
明
町
3
3番
地
６

林
秋
影
昭
和
5
9年
９
月
５
日
生

住
所
埼
玉
県
川
越
市
清
水
町
1
6番
地
６

Ô
琳
慧
昭
和
5
4年
４
月
７
日
生

住
所
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
土
手
町
３
丁
目
1
6
6番
地

金
麗
華
昭
和
5
6年

1
1月

1
5日
生

住
所
北
海
道
留
萌
市
大
字
留
萌
村
字
幌
糠
1
8
5
2番
地
７

尹
香
金
昭
和
4
4年
６
月
2
0日
生

李
沢
竜
平
成
元
年
３
月
５
日
生

住
所
神
奈
川
県
座
間
市
入
谷
１
丁
目
3
3
7
7番
地
2
0

郭
家
驥
昭
和
5
3年
７
月
1
1日
生

住
所
神
奈
川
県
厚
木
市
水
引
１
丁
目
３
番
５
`
7
0
4号

リ
・
セ
ン
昭
和
5
1年
８
月
1
3日
生

住
所
東
京
都
文
京
区
大
塚
４
丁
目
4
8番
５
`
5
0
6号

林
智
昭
和
5
4年
２
月
2
6日
生

薛
清
芳
昭
和
5
6年

1
0月
５
日
生

林
瞬
翔
平
成
2
0年
６
月
1
8日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
鹿
骨
２
丁
目
1
9番
３
号

Ô
涓
昭
和
5
3年
５
月
2
8日
生
〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
三
十
五
号

重
要
無
形
文
化
財
刀
剣
研
磨
の
保
持
者
永
山
茂
（
永
山

光
幹
平
成
十
年
文
部
省
告
示
第
百
四
号
）
は
、
平
成
二
十

二
年
三
月
二
十
二
日
死
亡
し
た
の
で
、
当
該
保
持
者
の
認

定
及
び
重
要
無
形
文
化
財
刀
剣
研
磨
の
指
定
は
、
文
化
財

保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
七
十

二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
解
除
さ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
三
十
六
号

選
定
保
存
技
術
屋
根
瓦
製
作
（
鬼
師
）
の
保
持
者
小
林

章
男
（
昭
和
六
十
三
年
文
部
省
告
示
第
五
十
五
号
）
は
、

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七
日
死
亡
し
た
の
で
、
当
該
保

持
者
の
認
定
及
び
選
定
保
存
技
術
屋
根
瓦
製
作
（
鬼
師
）

の
選
定
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二

百
十
四
号
）
第
百
四
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
解
除

さ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
三
十
七
号

選
定
保
存
技
術
檜
皮
採
取
の
保
持
者
大
野
豊
（
平
成
十

一
年
文
部
省
告
示
第
百
四
十
七
号
）
は
、
平
成
二
十
二
年

五
月
二
十
日
死
亡
し
た
の
で
、
当
該
保
持
者
の
認
定
及
び

選
定
保
存
技
術
檜
皮
採
取
の
選
定
は
、文
化
財
保
護
法（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
四
十
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
解
除
さ
れ
た
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫
住
所
東
京
都
江
戸
川
区
西
G
西
５
丁
目

1
1番
３
`

3
0
2

号池
明
玉
昭
和
4
9年

1
0月
９
日
生

住
所
福
井
県
勝
山
市
鹿
谷
町
保
田
第
3
6号
８
番
地
２

瀋
書
艶
昭
和
4
3年
４
月
2
4日
生

王
琳
平
成
６
年
４
月
１
日
生

住
所
東
京
都
墨
田
区
錦
糸
１
丁
目
1
2番

1
5
`
4
0
6号

ア
ン
ド
レ
・
オ
サ
ム
・
サ
ト
昭
和
5
5年
９
月
2
2日
生

住
所
山
形
県
最
上
郡
最
上
町
大
字
志
茂
1
0
7
5番
地

劉
星
平
成
３
年
２
月
２
日
生

住
所
東
京
都
練
馬
区
南
大
泉
４
丁
目
1
0番
３
号

蘇
雅
拉
昭
和
5
1年
８
月
2
1日
生

住
所
横
浜
市
中
区
石
川
町
５
丁
目
1
8
6番
地
８

張
穎
昭
和
5
9年
２
月
1
1日
生

住
所
横
浜
市
鶴
見
区
生
麦
３
丁
目
５
番
1
7
`
9
0
4号

潘
楓
昭
和
5
1年
３
月
４
日
生

住
所
神
奈
川
県
鎌
倉
市
極
楽
寺
４
丁
目
３
番
７
号

朴
貞
玉
昭
和
4
0年
４
月
2
7日
生

住
所
川
崎
市
川
崎
区
東
門
前
３
丁
目
1
1番
６
号

王
小
英
昭
和
4
9年

1
2月
２
日
生

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
六
十
七
号

装
置
型
式
指
定
規
則
（
平
成
十
年
運
輸
省
令
第
六
十
六
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
四

月
二
十
八
日
次
の
と
お
り
指
定
装
置
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
の
範
囲
欄
に
掲
げ
る
車
名
及
び
型
式
を
追

加
し
た
の
で
、
同
令
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

型
式
指
定
番
号

指
定
装
置
の
種
類
、
名
称

及
び
型
式

指
定
装
置
を
取
り
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
自
動
車
の
範
囲

（
車
名
及
び
型
式
）

製
作
者
等
の
氏
名
又
は
名
称

及
び
住
所

V 自
Ｃ
`
1
6
2

年
少
者
用
補
助
乗
車
装
置

タ
カ
タ
Ｉ
Ｆ
Ｘ
`
3
0

ス
バ
ル

＊
＊
＊
`
Ｇ
Ｖ

Ｂ
、
ス
バ
ル
＊
＊
＊
`
Ｇ

Ｖ
Ｆ

タ
カ
タ
株
式
会
社
東
京
都
港
区

赤
坂
２
丁
目
1
2番

3
1号

›
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